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第５学年 国語科学習指導案

指導者

１ 単元名

～人間と動物のかかわりについて考えよう 椋鳩十の世界～

学習したことを生かして「大造じいさんとガン」 「片耳の大シカ」「月の輪グマ」他

２ 指導観

こんな子どもたちだから
○ 子どもたちは，読書が好きで，図鑑や冒険物・漫画の歴史物等を好んで読んでいる。４年生までに，

教科書教材に関連した本も進んで読んできている。８％の児童が椋鳩十の作品を読んだ経験をもって

いる。 （意欲・関心）

○ 「ドキュメンタリーを読もう」の学習で，人柄が分かるキーワードを探し，根拠をもとに人物像を

読み取ることができた。聴き合い活動では，解釈についての質問ができるようになっている。（学び方）

○ 登場人物の心情について，生活経験と結びつけて感想をもちながら読むことは，経験してきている。

「新しい友達」では，それを聴き合うことで，自分の見方・考え方を振り返っている。 （認識）

こんな手立てで（方法）

○つかむ段階では

交流活動①で，椋鳩十全集の

「はじめに」の文について話し合

い，「椋鳩十は，作品の中でどんな『生き方

のすばらしさ』を伝えているのだろう。」と

いう学習問題をつくるようにする。

○さぐる段階では

題名と全文を通読した疑問から読みのめあ

てをつくっていく。読みのめあてに対して自

分の考えをつくるために，場面ごとに大造じ

いさんと残雪の行動や心情が分かる叙述を取

り上げて，残雪へのかかわり方や考えの変

化・その要因を考えマップにまとめることが

できるようにする。交流活動②では，それぞ

れがとらえた変化の要因について，根拠をも

とに聴き合い活動をすることで，自分の考え

に自信をもつことができるようにする。

○あらわす段階では

「大造じいさんとガン」と他の作品を重ね

て読み，人物の考えを変えた動物の生き方の

共通点について，フリップをもとに交流活動

③で聴き合い活動をする。そこで，椋鳩十の

作品に表れる「生き方のすばらしさ」に迫る

ことができるようにする。また，ポートフォ

リオを活用して，自分の考えの変容を振り返

る場を設定する。

目指す子どもの姿
◎ 椋鳩十作品の情景描写を味わい，人物の行為に感想をもって進んで読もうとしている。（意欲・関心）
◎ 情景描写から人物の心情を読み取り，椋鳩十作品にみられる「動物の生き方」の共通点をまとめ，作
者が伝えようとしている「生き方のすばらしさ」について，聴き合うことができる。 （学び方）

◎ 「大造じいさんとガン」と他の作品を重ねて読み，聴き合い活動を通して人物の行為やその要因の共
通点をとらえ，椋鳩十作品にみられる「生き方」について自分の考えを深めることができる。 （認識）

こんな教材を使って

○単元のねらい

本単元は，「『大造じいさんとガン』と椋鳩十

の他の作品との重ね読みを通して，動物に対す

る狩人の心情の変化を叙述にそってとらえ，狩

人の考えを変えた動物の生き方について，自分

の考えを深めること」をねらいとしている。

○学習指導要領への意義

高学年では，心情や描写を把握しながら読む

とともに，自分の考えを深めることが求められ

る。「大造じいさんとガン」は，場面の転換や

物語のクライマックスの場面で，情景描写とつ

なげて大造じいさんの心情を読み取り，残雪を

いまいましく思っていた大造じいさんの考え

を大きく変えた残雪の生き方をとらえること

ができる。さらに，「大造じいさんとガン」を

読んだときと同じ視点で，他の作品を読み進め

ることは，主体的に物語を読む子どもを育てる

上で価値高いと考える。

○テーマへの意義

椋鳩十の作品は，動物の生き方の中に人間の

姿をかぶせて読み取ることができる。

複数教材の重ね読みを通して，動物や人間の

素晴らしい生き方を追究し，作者の伝えたいこ

とをとらえたり,聴き合い活動で生き方に対す

る自分の考えを深めたりすることは，「読むこ

と」を通して考える力を身に付け，豊かな学び

をつくる子どもを育てる上でも意義深いと考

える。

椋鳩十
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３ 単元カリキュラム

月の輪グマ 金色の川 片耳の大シカ
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前単元

○主な聴き合い活動

学習問題「椋鳩十は，作品の

中でどんな『生き方のすばらし

さ』を伝えているのだろう。」

について，根拠をもとに聴き合

い，共通点から，人間の心を変

えた「生き方のすばらしさ」に

ついての考えを深めている。

～
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と
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次単元

○主なポートフォリオ評価

これまでの学習をポートフォ

リオを使って振り返り，はじめに

もっていた自分の「生き方」に対

する考えと椋鳩十の作品にみら

れる「生き方」とを比べて，変容

に気付き，自分の考えを深めてい

る。
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仲間や家族を助けるために自分の命をかける勇気や深い愛情をもった

生き方がすばらしい。それは，人の心を動かすことができる。

＜椋鳩十作品の共通点＞

・仲間や家族を助けるために自分の命をかける勇気 ・仲間や家族を

思う深い愛情 ・動物を捕らえることをやめた行為
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らしい堂々とした態度や生き方が，大造じいさんの心を変えた。

国語科部テーマ

「読むこと」を通して，考える力を育てる国語科学習

さ し

絵
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４ 指導計画 (計１５時間)

段

階
主な学習活動と内容

評価規準と子どもの姿

◇＝評価規準 ・＝意識

指導上の留意点と評価方法

○＝留意点 ◆＝評価方法

配

時

つ

か

む

１ 椋鳩十全集の「はじめに」

から，学習問題をつくる。

(1) 「かれらの生きかたをえ

がいて」等のことばから，

読み取りたいことや課題

をまとめる。

(2) 課題を聴き合い，学習の

見通しをもつ。

２ 題名・全文通読から，読み

のめあてをつくる。

(1) 題名について話し合い，

「と」で 結ばれている理

由を考える。

(2) 題名と全文を通読して

生まれた疑問をつないで，

読みのめあてをつくる。

３ 全文を読み，残雪の生き方

について自分なりの考えを

まとめる。

(1) 全文を読み，文章構成と

大まかな内容をとらえる。

○ 大造じいさんと残雪の

かかわりを場面ごとに読

み取る。

○ 大造じいさんの残雪に

対する考えの変化を読み

取る。

(2) 叙述をもとに，大造じい

さんの考えの変化やその

要因となる残雪の行動

を考えマップに書き，フリ

ップにまとめる。

◇「はじめに」の文を読んで，

学習の見通しをもっている。

・椋さんは動物のことをどう

とらえているのかな。友って

いうのは，どういうことなの

だろう。

◇題名と全文を一読した疑

問から，読みのめあてをつく

っている。

・どうして大造じいさんは残

雪を撃たなかったのだろう

か。

・大造じいさんの気持ちの変

化が分かってきたよ。

・大造じいさんが残雪を撃た

なかったことは，残雪の姿と

関係がありそうだ。

◇場面ごとに中心になる叙

述を探しながら考えている。

◇大造じいさんの考えの変

化やその要因について，考え

を書いたり，発表したり，友

達の考えをうなずいて聴い

たりしている。

・仲間を救うために自分の命

を省みずに行動する勇気に，

感動したのだと思う。

◇自分の考えと比べながら，

友達の考えを聴いている。

○動物作家椋鳩十の少年期

のことや執筆中の時代背景

を知らせ，作品への興味をも

たせる。 《支援①⑧》

◆活動の様子の観察

○題名の「と」に立ち止まら

せたり，物語成立の背景を辿

ったり全文を一読したりし

て，読みのめあてをつくるこ

とができるようにする。

《支援①⑥》

◆発言・ポートフォリオ・学

習プリント分析

○大造じいさんの言動が分

かる叙述に着目することで，

残雪に対する考えの変化を

読み取ることができるよう

にする。 《支援④⑨》

◆学習プリント分析

○考えマップをフリップに

まとめることで，根拠を明確

にして自分の考えを整理す

ることができるようにする。

《支援②⑤》

◆考えマップ分析

◆フリップ・発言分析

○聴き合い活動で取り入れ

た考えについて，ふり返る場

を設定する。 《支援②》

１

１

１

２

１

さ

ぐ

る

交流活動①

●全体

・相違点をもとに，課題

を明らかにするための聴

き合い活動

交流活動②

●異質グループ，全体

・解釈の違いをもとに残雪

の生き方について自分の考

えを確かにする聴き合い活

動

学習問題：椋鳩十は，作品の中でどんな「生き方のすばらし

さ」を伝えているのだろう。

＜読みのめあて＞ 大造じいさんの残雪に対する考えの変

化を読み取り，残雪の生き方を考えよう。

＜読みのめあての答えの方向＞ 初めはいまいましく思っ

ていた残雪のことを友と見るようになった。それは，愛情深

く命をかけて仲間を助ける勇気ある生き方に感動したから。
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(3) お互いの考えを交流し

て，共通点や相違点を明確

にし，残雪の生き方に対す

る自分の考えをつくる。

４ 他の作品と重ね読みをし，

動物の生き方について，読み

深める。

(1) 「片耳の大シカ」「月の

輪グマ」「金色の川」から

１冊を読む。

【読みの視点】

○ 登場人物の行為

○ 考えの変化

○ 考えを変えさせたもの

は何か。

【方法】

○ 人物の心情の変化を読

む。

○ 動物の勇気ある行為や

心情を表す情景描写にラ

インを引いたり書き込ん

だりする。（付箋紙を使う）

(2) 「大造じいさんとガン」

との共通点を見付け，人物

の考えの変化と要因をフリ

ップにまとめる。

(3) 考えを交流し，作者が伝

えたかったことについて考

えをまとめる。

５ 椋鳩十のいろいろな作品

を読んで，紹介する。

(1) シリーズの作品を読み，

紹介する話を決める。

(2) 主題や感動したことを

工夫して，紹介カードを書

く。

(3) カードをもとに，心に残

った作品を紹介し合う。

６ 単元全体を振り返る。

・同じ文章の根拠でも，残雪

のすごさの言い方が違って

いた。自分に足りなかったこ

とを加えよう。

◇「大造じいさんとガン」の

学習をふり返り，読みの視点

について考えている。

・初めと終わりで狩人の考え

が変わる叙述を見付けて，そ

の要因を読み取ろう。

◇人物設定や話の流れの共

通点を見付け，自分の考えを

フリップに書いている。

・子どもを守るために危険を

おかす深い愛情。

◇根拠となる叙述をもとに

自分の考えを発表したり，友

達の考えをうなずいて聴い

たりしている。

・椋さんは，動物も，人間に

共通するすばらしさをもっ

ていると思っている。

・椋さんは，愛情や勇気を伝

えたかった。

・人間の心を変える動物のす

ごさが読める。

◇聴き合い活動の中で取り

入れた考えをフリップに付

加している。

◇本を決めて読み進め，登場

人物の行為・考え方等，感銘

したことを付箋紙にメモし

ている。

◇相手が読みたくなるよう

に，表現を工夫してカードを

書いている。

◇単元のポートフォリオを

使って，自分の考えの変容

（「生き方のすばらしさ」に

ついて自分の見方・考え方）

を振り返っている。

○付け加えは，自分の考えと

区別できるように青ペンで

記入させる。 《支援②》

◆ポートフォリオ分析

○前時までの学習の跡を掲

示することで，読みの視点を

明確にする。 《支援⑧》

○考えの根拠を書いていく

ように促す。 《支援②⑥》

◆考えマップ・フリップ分析

○板書のキーワードにライ

ンを入れ,共通点をとらえる

ことができるようにする。

《支援⑨》

◆学習プリント分析

○聴き合い活動で再構成し

た考えについて，自己評価す

る場を設定する。《支援②》

◆自己評価カード分析

○椋鳩十のシリーズを準備

しておく。 《支援⑦⑧》

◆活動の様子の観察

○ポートフォリオを使って

単元の学習を振り返ること

ができるようにする。

《支援⑦》

◆ポートフォリオ・自己評価

カード分析

１

３

１

１

本

時

２

１

あ

ら

わ

す

交流活動③

●異質グループ，全体

・共通点を整理し，作者

が伝えたいことについて

自分の考えを深め再構成

する聴き合い活動
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５ 本時

４つの作品を読み比べ，人物の考えを変えた「生き方のすばらしさ」について聴き合い，作者が伝えたい

ことについて自分の考えを深める時間 （１２／１５）

６ 本時の目標

○ 登場人物のかかわりや心情の変化・動物の行為についての描写をとらえ，それぞれの作品の共通点に

着目して読むことができるようにする。 （学習指導要領から）

○ 重ね読みしてつくった，人物の考えを変えた「生き方のすばらしさ」を聴き合う活動を通して，作者

が伝えたいことについて，自分の考えを深めることができるようにする。 （テーマから）

７ 本時の授業仮説

８ 本時指導の考え方

○本時のねらい

本時は，４つの作品の登場人物の考えを変えた「生き方のすばらしさ」について聴き合うことで，椋

鳩十が伝えたいことについて自分の考えを深めることをねらいとしている。

前時までに，子どもたちは，「大造じいさんとガン」と他の作品を読み比べて，共通点を見付け，椋

鳩十が伝えたい「生き方のすばらしさ」について考えをつくっている。人物の考えの変化や要因が分か

る箇所にサイドラインを引いたり，付箋紙に読み取りをメモしたりして根拠を明確にし，自分の考えを

フリップにまとめている。フリップには，それぞれの作品について考えの変化の要因をどうとらえてい

るか，その根拠となる叙述や共通点を書き，自分の考えの根拠をより明確にしている。

○交流活動の工夫について

本時では，異なる作品を重ね読みしてつくった考えを聴き合う，全体での聴き合い活動を設定してい

る。この聴き合い活動の中で，とらえた人物の考えの変化や要因の共通点を整理することで，お互いの

考えのよさを認め合い，それを自分に取り入れ，より考えが深まると考える。

３人の代表児童が狩人の考えを変えた「生き方のすばらしさ」のとらえ方を叙述を根拠に提案し，そ

の共通点を話し合った後，狩人の心情に立ち返ることで，作者が伝えたいことについて各自の考えをよ

り深めることができるようにする。聴き合い活動での質問をあらかじめ把握しておき，代表児童が自信

をもって考えを発表することができるように，事前に相談活動を行う。

○評価活動の工夫について

交流活動で，自分が気付いていなかった登場人物の考えの変化や要因のとらえ方について，納得して

取り入れたいと思ったものは，フリップに加えていく。本時学習のまとめの際には，自己評価の場を設

定し，「大造じいさんとガン」の読み取り時に書いた考えマップと本時に活用したフリップを比べて作

者が伝えたいことに対する自分の考えを振り返る場を設定する。そこで，２つの作品を重ね読みしたこ

とや聴き合い活動をしたことで，作者が伝えたいことについての考えが深まったことや友達の考えのよ

さに気付くことができるようにする。

・規準に満たない子への支援

本時学習に入る前に，自分の考えをフリップにまとめることができるように，根拠を相談しながら一

緒につくっておく。また，聴き合い活動で，自分の考えと比べながら積極的に参加できるように，事前

に代表児童のフリップと比べ，聴き取ることを確認し付箋紙に書くように助言する。

９ 準備

学習の流れ図，フリップ，授業用資料，ポートフォリオ，自己評価カード

４つの作品を読み比べ，考えの変化と要因の共通点を整理する全体での聴き合い活動を設定し，自分の

考えの変容をふり返る場でポートフォリオ評価を行うことで，命をかけて家族や仲間を助ける勇気ある生

き方の価値をとらえ，椋鳩十が伝えたいことについて自分の考えを深めることができるであろう。
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１０ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料

１ これまでの学習を振り返り，本時のめ

あてをつかむ。

(1) 前時までに，２つの作品を読み比

べてとらえてきたことを確認する。

(2) 狩人の考えが変わり銃を下ろした

ことを確認し，本時学習のめあてを話

し合う。

２ 全体での聴き合い活動をする。

(1) 代表児童の提案を聴き合う。

○ どの叙述を根拠に考えたのか。

○ 叙述をどうつなげたから，考えが

生まれたのか。

○ 作品を比べることで，どんな考え

（「生き方のすばらしさ」）が分

かったのか。

(2) ４つの作品の共通点を話し合う。

(3) 代表児童の考えのよさを取り入

れ，自分なりの考えをつくる。

３ 本時学習のまとめをする。

○ ポートフォリオを使って振り返り，

自己評価カードを書く。

４ 次時の学習を知る。

○学習の流れ図や

ポートフォリオで，

人物の考えの変化

と要因についてフ

リップをつくった

ことを確認する。

○考えのつながり

が分かるように板

書の構成を工夫し，

４つの作品の共通

点をとらえること

ができるようにす

る。

○全集「はじめに」

の文や狩人の心情

の変化をおさえな

がら，椋鳩十の伝え

たかったことにつ

いて話し合うこと

で，作品の心にせま

るようにする。

○「大造じいさんと

ガン」を読み取った

際の考えマップと

比べて，考えの変容

をまとめるように

する。

基準Ａ 基準Ｂ 学 習 の

流れ図

フ リ ッ

プ

授 業 用

資料

フ リ ッ

プ

ポ ー ト

フ ォ リ

オ

自 己 評

価 カ ー

ド

・今までの学

習 を 思 い 出

し，進んでめ

あてを考え発

・とらえた共

通点や根拠を

発表したり，

友達の考えを

分かろうと進

んで聴き，質

問や確かめを

しようとした

りしている。

・ポートフォ

リオを見なが

ら，自分の考

えの変容を書

いたり新たな

考えを書いた

りしている。

・今までの学

習 を 思 い 出

し，めあてを

考えている。

・とらえた共

通点や根拠を

自分の考えと

比べて聴いて

いる。

・ポートフォ

リオを見なが

ら，自分の考

えの変容を書

いている。

基準Ｂに達しない子への支援

・ポートフォリオを見ながら

考えを振り返り，違いを見付

けることを活動の前に助言す

る。

本時のめあて： 人物の考えを変えた「生き方のすばらしさ」について聴き合い，作者が伝え

たいことを深めよう。

基準Ｂに達しない子への支援

・自分のフリップをまとめた

後，代表児童のフリップと比

べ，聴き取ることを確認して

おく。

＜共通点＞

・仲間や家族を思う気持ち

・仲間や家族に対する深い愛情

・命をかけて助ける勇気

＜作者が伝えたいこと＞

深い愛情をそそいだり，命をかけて仲

間や家族を助ける勇気ある生き方は，す

ばらしい。その生き方が人間を感動さ

せ，心を動かす。

＜本時で目指す子どもの姿＞

初めは，椋鳩十さんは動物が好きだから，動物のかしこ

さを書いていると思っていたけど，２つの作品を読んだ

り，○○さんの発表を聴いて，「仲間や家族を助けるため

に，自分の命をかける勇気ある生き方」「勇気ある姿や愛

情深い姿に感動し，考えを変えた人間のよさ」を伝えたい

と思ったと考えを深めました。また，他の作品には，どん

な生き方が書かれているのか，読んでいきたいです。

・ポートフォリオを見て今ま

での学習を確認し，めあてと

自分の考えをつなげている。

学習問題： 椋鳩十は，作品の中でどんな「生き方のすばらしさ」を伝えているのだろう。


